
 

 

鬼アプリ 

 

 

スマホに使いなれていらっしゃる皆様は、すでにご存知かと思いますが、スマートフォ

ンで、鬼アプリというのがあるそうですね。先日そんな話を聞きました。 

 子どもが言うことを聞いてくれない時、スマホにアクセスすると、鬼が出てきて、怖い

声と顔で叱ってくれ、「今からいくぞ～」と言うのだそうです。効果がすごくて、中にはス

マホをポケットから取り出す素振りをするだけで、子どもが怖がっておとなしくなるのだ

そうです。それで、口コミでどんどんアクセスする人が増えていて、バージョンもますま

すアップしているとか。というのも、しばらくすると子どもはいくら鬼が「今から行くぞ

～」とスマホの中で言っても、来た試しがないので、だんだん信じなくなり、それでどん

どんバージョンアップしなければならなくなるのでしょう。 

 

 何もこの鬼アプリを推奨しているのではないのです。このように、てっとり早く子ども

に言うことを聞かせることについて、少し心配なのです。もともと子育ては、手間ひまの

かかる、人間の最後に残された仕事であると思います。 

 家事も格段に便利となり、水汲みもしなくてすみ、手仕事がずいぶん少なくなりました。

今は、まな板も包丁もなくても食事ができる時代です。行きたいと思えばバスを待つこと

もなく、すぐに車で出発できます。おむつを洗うこともなくなりました。 

 しかし、このように便利な世の中になっても、子どもだけは、昔と同じようによく泣く

し、怒るし、ご飯は食べないし、夜泣きはするし、言うことはあまり聞いてくれないし・・・

ちっとも昔と変わりません。てっとり早く、我慢すること、待つことなしに生活のほとん

どが出来てしまう今の時代にあって、何て子育てって、面倒なものなのでしょう！！ 

 

そんな中での、鬼アプリの登場です。 

 

保育園では、「脅す保育をしない」という合言葉があります。「そんなことしてるとおば

けくるよ」「もう、みんな行ってしまうよ」「おまわりさんに言いつけるよ」と言っている

ようでは、保育のプロとは言えないからです。といっても、保育士と言えども、てっとり

早く「おばけくるよ」と言いたい誘惑に駆られることはあるのですが、おばけはこないし、

おいていく子もいないし、おまわりさんに言いつけることもありません。こんな嘘をつい

ていると、大人の言うことは全て嘘だと、大人を舐めてしまう子どもになってしまうので

はないでしょうか？ 

子どもの中にある自分で自分を律していく力を信じて、いつかはできる、いつかはわか

る、と待てる親、子どもが我慢しなければいけない時は大人も我慢の時だと心得て、じっ

くり腰を据えて待てる親、保育士になっていきたいものだと思います。 

 


